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第１節 生きがいを持って暮らそう 
 

【現状と課題】 
 

 高齢者実態調査で「交流」や「趣味・娯楽」、「働くこと」に関心が寄せられているように、

生きがいをもって生活し、自らの経験を生かして社会参加することは、高齢者本人にとっても

地域社会にとっても大変重要なことです。 

 「働くこと」においては、飯山地域シルバー人材センターが大きな役割を果たしています。

飯山市と木島平村の高齢者を対象に、高齢者の知識と技能・経験を生かした仕事で社会に貢献

しています。平成４年の発足以来、会員数、受注件数とも増加傾向にあり、今やこの地域に欠

かせない存在となっています。今後、高齢化が一層進む中で、活力ある高齢社会を支える中核

的な組織として期待されます。 

 「交流」や「趣味・娯楽」においては、老人福祉センター「湯の入荘」（社会福祉協議会が設

置・運営）では、入館者数は減少していますが、平成22年度において延べ16,000人を超える

利用があり、高齢者の交流をはじめ、健康の維持、教養の向上になくてはならない施設として

定着しています。しかし、建設以来30年が経過し、建物・設備ともに老朽化が目立つようにな

り、これからも高齢者の憩いの場として維持していくには改修等が必要になってきています。 

また老人クラブでは、趣味や交流のみならず、健康づくり、社会奉仕など多面的に活動して

おり、生きがい創出と地域社会の活力維持に貢献していますが、価値観の多様化など社会の変

化とともに市老人クラブ連合会へ加入するクラブおよび会員が減少傾向にあります。高齢者の

仲間づくりを通じた活動を進め、地元区や民生委員等への理解・協力を得て、高齢者組織の強

化を検討していく必要があります。 

 この他、県長寿社会開発センター等における高齢者による文化・芸術活動やスポーツ活動な

ど、生きがい健康づくりと社会参加の重要性と長寿社会に対する理解を深める活動も大切な要

素となっています。 

 

シルバー人材センターの活動状況 

年 度 会員数 就業率 就業延日人員 受注件数 

平成 ４年度 ２２１人 ６６.４％ ５,８３３人 ３５７件 

平成１０年度 ３９７人 ７８.１％ １６,０４９人 ８４９件 

平成１３年度 ４７０人 ８１.１％ ２６,１３７人 １,４６６件 

平成１６年度 ４４１人 ９３.７％ ４１,２８５人 ２,１７１件 

平成１９年度 ４４８人 ８７.７％ ４３,９７２人 １,８６３件 

平成２２年度 ４４４人 ８６.３％ ４４,７０６人 １,８８０件 

 ※平成４年度設立、 ※平成１０年度木島平村加盟 
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老人福祉センター「湯の入荘」の入館状況 

年 度 入館者数 

昭和５３年度 ３０,８６３人 

平成１０年度 １８,２９５人 

平成１３年度 １８,２５２人 

平成１６年度 １７,６４２人 

平成１９年度 １５,１２７人 

平成２２年度 １６,３４３人 

  ※昭和５３年度開設 

 

市老人クラブ連合会の組織状況 

年 度 単位老人クラブ数 会員数 加入率※ 

平成 ８年度 ６７クラブ ３,３７６人 ４５％ 

平成１１年度 ５８クラブ ２,８９０人 ３４％ 

平成１４年度 ５１クラブ ２,２８８人 ２６％ 

平成１７年度 ４１クラブ １,７２８人 １９％ 

平成２０年度 ２２クラブ ９５３人 １１％ 

平成２２年度 ２２クラブ ９０２人 １０％ 

  ※６０歳以上の人口に占める会員数の割合 

 

 

【施策の展開】 

 

１ 社会参加の促進 

 

（１）シルバー人材センターの運営支援 

高齢者が長年培った経験・知識・技術を生かし、就業による社会参加が進むよう、

飯山地域シルバー人材センターの運営を支援します。 

 

 （２）ボランティア等の情報提供 

ボランティアセンターやＮＰＯセンターと協力し、広くボランティア・ＮＰＯ活動

等に関する情報提供を行い、地域のボランティア・ＮＰＯ活動への関心を高め、参加

を促進します。 
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２ 生きがいづくりの支援 

 

（１）老人福祉センターの運営支援 

交流、健康維持、教養向上のため、老人福祉センター「湯の入荘」の運営を支援し

ます。施設数は現状の確保を目標とします。 

老人福祉センター設置目標 

平成２３年度 平成２６年度 

１施設 １施設 

 

（２）老人クラブ活動の支援 

高齢者の仲間づくり、自主的な生きがいづくりを進めるため、老人クラブの活動を支

援します。 

 

（３）集落サロンの拡充 

     介護予防の一環として各区の集会施設等で開かれている集落サロンの拡大、充実を進

め、高齢者の生きがいづくりの一端を担う場として、その活動を支援します。 

 

（４）生涯学習活動の推進 

高齢者が仲間づくりをしながら、新たな知識を習得し心豊かな生活を送れるよう、長

野県長寿開発センターが実施する「長野県シニア大学」、「長野県地域いきいき実践塾」

への参加を促し、また公民館と連携して生涯学習活動を推進します。 

 

（５）運動できる環境の整備 

    マレットゴルフやゲートボール、ウォーキングなど、高齢者が運動に取り組む環境を

整え、趣味を通じた仲間づくり・健康づくりを進めます。 

 


